
課題
や現状

取組状況
や成果

企業誘致しても田舎に企業なんてやって来ない！それなら起業家人材を自分たちで育てようと決心したまち

取組主体：企業/ 団体名等 北海道厚真町

解決策や
アイデア

起業家人材の育成により持続可能な地域づくりを実現するため、夢に向かってチェレンジする若者たちと一緒に町が伴走するロ
ーカルベンチャースクールをスタートして９年目を迎えた厚真町。人口4200人の小さな農村には、自分の夢をかなえるために
全国各地より毎年大勢の起業家のタマゴが集合しています。
企業誘致の取り組みから起業家人材を発掘し企業家を育てる方向に舵を切った厚真町では、町の未来を担うローカルベンチャー
たちの新しいサービス提供により、新たなまちの活力が生み出されています。

• せっかく厚真町を選んで来てくれた地域おこし協力隊が、なかなか町に定着してくれない。

• 長年にわたり企業誘致による活性化と巡航増加の取り組みを進めてきたが、目ぼしい効果が表れていない。

• 町財政が年々厳しくなっていく中で、企業誘致のための先行したインフラ投資が難しい。

• 高齢化の進行とともに町内の事業者が減少し、中心市街地の空き店舗が目立ってきた。

• 併せて事業継承も進まず、町内から多くの業種（本屋、洋品店、菓子店、靴屋などなど）が無くなった。

• 市街地の店舗の減少により、人が歩いていない寂れたイメージの市街地になった。

• 事業者の減少とともに地元商工会会員の組織率低下も進行している。

• ミッション型だった地域おこし協力隊の仕組みを起業型に変えて、自分のやりたいことをやってもらおう。

• 従来型の企業誘致に頼るのではなく、町内で新たな起業家を育成し事業者を増やしていくことに方針転換。

• 企業誘致のためのインフラ整備に投資するのではなく、起業家人材の育成への投資にシフト。

• 起業家が空き店舗などの遊休施設の活用や起業に要する経費に対する補助金制度を創設。

• 地元商工会が窓口となり、新規起業に対する相談や各種支援制度の活用などに対応できる体制の整備。

• H28年より起業家人材の育成を目指し地域おこし協力隊制度を活用したローカルベンチャースクールを開催。

• ローカルベンチャース―クールの参加者数（H28～R5）計102名

• ローカルベンチャース―クールの採択者数（H28～R5）計20名 採択率19.6%

• ローカルベンチャース―クール採択者の町内での起業者数（H28～R5）計15件 起業率75%

• 地元商工会における過去10年間の一般会員数の推移は17件の増（H27～R6） 増加率13.8%



取組の詳細

起業型地域おこし協力隊-ローカルベンチャースクール（LVS)

LVSとは？ 「やる人」を起点にした新たな価値創造を支援するプログラ
ム

町は協力隊の活動内容を決めず、応募者がやりたい事で地域活性化や起業する
町は応募者の事業プランを専門家と共に精査し、合否を判定する

①エントリー
１２月末

②1次選考合宿
1月（3日間）

・2度のプレゼン
・専門家との議論
・プランの改善
・1次選考プレゼ
ン

③最終会
２月（1日間）

・最終選考プレゼ
ン
・今後の相談

④移住・起業
4月以降

・起業型地域
おこし協力隊
として着任
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取組の詳細

起業の想起から、大規模なチャレンジまでを連続的に支援するスキーム

事業性・売上

事業計画の熟度
基盤整備事業

新規事業開発支援事業
（500万円）

予備軍
→起業家へ

起業家
→事業家へ

開業支援

個人事業主
・家族経営者
→会社経営者へ

会社経営者
→中～大規模経営を
目指し、事業拡大へ

起業化支援事業補助金
（最大250万円）

ローカルベンチャー
スクール・協力隊

ローカル10,000
プロジェクト（総務省）

（4,000万円）

会社経営者
→雇用を生む事業を
目指し、事業拡大へ

協働型協力隊事業
（協力隊制度を
最大３年活用）

複層的なローカルベンチャー支援



取組の詳細

製材・木材加工
木の種社

共助型地域課題解決サービス
ミーツ株式会社

起業型地域おこし協力隊-LVSによる起業型人材

製材・木材加工、馬搬、地域商社・RVパーク運営、共助地域課題解決サービス、ドキュメンタリー映
画制作、木工、サラブレットマーケット、サーフィンコーチング、パン屋、森林調査・コンサル、釣り
ガイド、デザイナー、グランピングなど、多様なサービスが生まれている。

馬搬による林業
西埜馬搬

フランスパンの店
ブーランジェリーペロン

地域商社
TREASURE TRADING



持続可能な取り組みとするためのポイント

林業プレイヤー

新たなプレイヤ
ー

北大森林研究会

木工作家 木炭製造

地域活性化起業人

次世代型畜産ベンチャ
ー

〇林業を核とした、人が人を呼ぶ好循
環

〇人が人を呼ぶ好循環により
ベンチャー企業の参入

持続可能な「まち」を作るために



付記（任意）持続可能な取り組みとするためのポイント

持続可能な「まち」を作るために

ローカルベンチャーを軸に
人・モノ・お金・情報を循環させる

新規参入・競争を地域で起こし続ける
やる人をベースに課題解決に取り組む

マイルドな

人が人を呼ぶ好循環の創造


